
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

効果到達時期　平成25年６月

執行早期化のために
講じている工夫

補助対象事業者である日本環境安全事業株式会社に早期執行を指導する。

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

日本環境安全事業株式会社
http://www.jesconet.co.jp/

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

平成24年度補正予算額 40億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

　ＰＣＢ廃棄物の拠点的広域処理施設については、処理開始後に明らかとなった安全確保への課題への対応等のため、
当初設定された処理期間内の処理完了が困難な状況となっている。このような状況を踏まえ、環境省において「ＰＣＢ廃
棄物適正処理推進に関する検討委員会」を設置し検討した結果、平成24年８月に今後の処理推進策についての報告書
がとりまとめられた。
　報告書を踏まえ、拠点的広域処理施設の処理体制を確保するため、未だ処理が進んでいない機器の処理を行うため
の施設の整備を進めるとともに、処理に時間を要する機器や処理が困難な機器に対応するために設備改造を行い、処
理能力の向上を図る。また、報告書においては、操業期間の経過に伴う経年劣化の進行も想定されることから計画的な
点検や補修・修繕等を行う必要があるとされたが、特に、処理期間の延長を行うこのタイミングで、設備の安全性の点検
や補修・修繕等を行うことが強く求められる。このため、各事業所ごとに設備の安全性について点検し、各設備について
必要な補修・修繕等を行い、一層の安全性の確保を図る。

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　■補助金　　　□負担金　　　□交付金　　　□貸付金　　　□その他（　　　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

・増設　平成２５年８月末までに交付率１００％
・改増、補修　平成２５年度末までに交付率１００％

改増等を行うことにより、既設の処理施設について延命化を図り、ＰＣＢ廃棄物の処理を促進する。
平成25年9月までに北海道事業所におけるＰＣＢ汚染物等の処理施設の整備を完了し処理を開始。

対策における施策の名称 廃棄物の循環利用・適正処理の加速化等

（事業名） ＰＣＢ処理施設整備事業 新規/既存 □新規　　　■既存

対策の柱立て（小区分①）
（３）生活空間の安全確保・質の向上と循環型社会の創出に向けた環境の
整備

担当課 産業廃棄物課

対策の柱立て（小区分②） -

事業番号 285

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗状況確認シート（環境省）

対策の柱立て（大区分） Ⅲ．暮らしの安心・地域活性化

担当部局 大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

対策の柱立て（中区分） １．暮らしの安心の確保

国 

日本環境安全事業株式会社 

 

【進捗ステップのイメージ図】 


